






































という四つのテーマに区分している。（Cf. Georges Brunet, Le Pari de Pascal, Paris, Desclée de Brouwer, 1956. p. 118.）なお、
本論文の考察の範疇となるのは、ブルネの分類でいえば、およそ「霊感」までとなる。
2　 たとえば、H.グイエは、二十世紀における「賭」に関する仏語圏の先行研究を多数列挙している。（Cf. Henri Gouhier, 







おそらく、彼は「賭」の論証に無慈悲な眼を向けるに違いない。」（Paul Valéry, Œuvres I, édition établie et annotée par Jean 



























て採用し、本稿で課題とするテーマを理解するために必要な主旨をまとめている。（Laurent Thirouin, Le Hasard et les 
Règles, Le Modèle du jeu dans la pensée de Pascal, Paris, Vrin, 1991, p. 132.）なお、当断章の解釈をめぐる問題点を明記した邦
語文献として、以下を参照させて頂いた。（塩川徹也『パスカル考』岩波書店、2003年、169-186頁。）
5　 本節に使用する二区分は、H.グイエの用語法である、「実存的賭」（pari existentiel）と「数学的賭」（pari mathématique）を










































« Le fragment inﬁni-rien et ses sources », in : Blaise Pascal, L’homme et l’oeuvre, Cahiers de Royaumont, Paris : Editions de Minuit, 
1956. pp. 159-195.）
　8　 Th.ハリントンは、「数学的期待値」（espérance mathématique）に精緻な分析を加えて、無限を引き合いに出す場合、その
結果は必然的に無限となり、確率計算は無用となることを指摘している。（Cf. Thomas More Harrington, Pascal philosophe, 
Paris, SEDES, 1982, p. 226.）
　9　 ティルワンは、「賭を定義するもの、それは、不確実な分析から行動への変化にある」として、「賭」と「宝くじ」
（loterie）の差異を注記し、「賭」とは、「行動の基準を恣意的に選ぶことに関する」と述べている。さらに、この「基準」
は、賭ける人の「利得」へと通じている。（Cf. Thirouin , op.cit., p. 159.） ティルワンの主張に即して述べると、「賭」の断
章が、心理的に惹きつけている



















































































相を明らかにする理由とも関連している。また、ブルネは、E.ジルソンの著作（Étienne Gilson. Introduction à l’étude de 
saint Augustin. Paris, 1931. Portalié. p. 167.）を援用しつつ、アウグスティヌスに由来する、情念はそれ自体では善でも悪で
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を促していることがわかる。































































































あり、必読でもある、次の先行研究を中心に参照した。（Gérard Ferreyrolles, Les Reines du monde. L´imagination et la 






























































































































とによって、続けようとしているのだ」と解釈している。（Henri Gouhier , Blaise Pascal. Conversion et apologétique, Paris, 





























































































『パンセ』の引用は，Pascal, Pensées, texte établi, annonté et présenté par Philippe Sellier,《Classiques Garnier》, Paris, 




Blaise Pascal, Œuvres completes, texte établi, présenté et annoté par Jean Mesnard,《Bibliothèque européenne》, Paris, 
















と結びつき、神と永遠に一体になるための手段を神の慈悲に乞い求める。」（O.C., t.Ⅳ，p. 35. 前掲書、『パスカル全集』
第二巻、367頁。）
Hosei University Repository
